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（注）
心の在り方（分離思考と統合思考）
を、事例で復習しつつ進めます。
その後、人間と心の因果法則を最後
まで解説します。

春原さんからの要望で、予習として
「伴星」を簡単に説明します。
「清水さんの復習会」で示されたも
のです。

六十花甲子に入れればと思います。

理解を深めるために宿命表を手元に
置いて下さい。



１ 今後の予定の確認

２ 五行論における心の在り方と事例での復習

３ 人間と心の因果法則

４ 伴星の概要

５ 六十花甲子の概要
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本日のセミナーの目次



×
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経営課題解決セミナー

算命学セミナー

公開事例研究会

顧客獲得セミナー

算命学復習会

（２か月に１回）

隔週土曜日の
21：00～22:30
この後、雑談会

隔週日曜日の
20：00～21：30
この後、雑談会

みなさんから題材を募集しています。

前回の続きで、韓非子を紹介します。
人的資本経営とエンゲージメントも解説しま
す。みなさんから題材を募集しています。

営業活動の標準化での型紙営業の手法と
明日から使える営業心理学です。



第15回
3月19日（日）
20:00～21:30

陰占の復習とFさんの事例
陰占陽占連結法の復習とFさんの事例
五行論における心の在り方と事例
人間と心の因果法則

日程 概要

算命学セミナーの予定表 （案）

第16回
4月16日（日）
20:00～21:30

五行論における心の在り方の復習
人間と心の因果法則

第17回
5月21日（日）
20:00～21:30

五行論における心の在り方の事例での復習
人間と心の因果法則の続きの紹介
伴星の概要解説

第18回
6月18日（日）
20:00～21:30

六十花甲子の概要解説
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陰陽五行論: 算命学の基礎となる理論
陰陽論、五行説、簡単五行の算出法、相生・相剋論
五行図での読み解き、内臓タイプと開運法

陽占法: 精神世界を見る → 極微極大論、以下の十大主星と十二大従星
陽占によって表出された星の持つ意味、星の陽占の位置による読み解き

十大主星: 貫索星 石門星 鳳閣星 調舒星 禄存星 司禄星
車騎星 牽牛星 龍高星 玉堂星

十二大従星: 天報星 天印星 天貴星 天恍星 天南星 天禄星 天将星
天堂星 天胡星 天極星 天庫星 天馳星

陰占法: その人の器・素質を紐解く、目に見える現実世界を見る。
持って生まれた家系、世間との関係、親と子の関係、配偶者との関係・・・・

陰占陽占連結法:陽占にある十大主星の意味が陰占により細かく分類される。

六十花甲子: 60人に一人の特徴を示し、ふさわしい生き方などを提示する。

位相法: 時運をその時の干支との関係性で読み解く。
三合会局 半会 支合 方三位 対冲 害法 刑法 破法

位相法の特殊4種: 大半会 納音 律音 天剋地冲
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初歩の算命学の全体像 ここにある内容は
算命学の大系の３割ぐらい



干合法: 天の気と地の気の融合を見るもので、男女の相性や六親法など幅広く使う。
干合支合 干合支害 洩天地支

天中殺論: 天中殺の仕組みと人生設計での利用法 （天中殺を制する者人生を制す）
地中殺、人中殺もある

宿命天中殺 の種類と相性
戌亥天中殺 申酉天中殺 午未天中殺 辰巳天中殺 寅卯天中殺 子丑天中殺

大運法: １０年間ごとに支配する星や雰囲気を示す。人生のハイライト期もわかる。
大運天中殺、年運と年運天中殺、月運と月運天中殺・・・

宇宙盤: 人の持つ活動領域の特徴と複数人での相性を見る。

特殊干支、異常干支、三業干支: 持って生まれたその人の運命を特徴づける要因を知る。

守護神法、忌神法: 自分を守ってくれる干支、避けるべき干支
甲・乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・癸の調候守護神と守護神と守護霊と指導霊

各種の占技: 目的別の各種の占技
結婚占技、適職占技、数理法、八門法、格法・局法、六親法、陽占循環法（極探し）

伴星: 定年退職後に知る星。老後の幸せをもたらす生き方、あの世に持って行く星。
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現代は分離思考の時代に相当する。
基本的には分離思考が有利ではある。
転ずると陽占 の十大主星のバランスが良いか、片寄っているかは別に
して、人間性の向上や心を強くして生きていかないといけない。
心に抱える葛藤（悩み）への対処法を身に付ける事で改良をして行く
必要がある。
五行論から心の葛藤（悩み）の分類をすると次のようになる。

福禄寿官印は全てが揃っている事は稀で、どこか１つは欠けているも
のである。
その欠けている領域に悩みが出てくる。
欠けている部分の改良をする方法はいくつかある。

今回は五行論と相剋論を組み合わせて対処をする事で、悩みや葛藤
を和らげ、改良を行う思考法を考察する
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十大主星 本能 五行
（陰陽） キーワード

貫索星
守備
本能

木性（＋） 頑固、マイペース、単独行動、狭く深い交友

石門星 木性（－） 柔軟、適当、集団行動、浅く広い交友

鳳閣星
伝達
本能

火性（＋） 率直、のんびり、観察力すごい、自分に甘い

調舒星 火性（－） 伝え下手、繊細、クリエイティブ、自分に厳しい

禄存星
引力
本能

土性（＋） お人好し、奉仕精神、自分大好き、回転財

司禄星 土性（－） 用心深い、努力精神、家族大好き、貯蓄

車騎星
攻撃
本能

金性（＋） 一本気、反発、勝負運、単独攻撃

牽牛星 金性（－） 責任感、プライド、権力運、集団攻撃

龍高星
習得
本能

水性（＋） 革命思考、経験から学ぶ、グローバル、巣立ち

玉堂星 水性（－） 前例重視、書籍から学ぶ、古典的、母性愛
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五行 陰陽 十大主星 星が示す意味

木性

陽 貫索星
頑固で自我心が強く、一度決めたことを曲げられません。
独立心も旺盛で、集団行動よりも単独行動が得意ですが、集団を組むときは中心になって行動しようとします。
マイペースですが、自分を守ることには人一倍神経質だし、努力もします。

陰 石門星
社交性に富んでいて、集団の中で統率力や説得力を発揮します。
人付き合いが良いタイプですが、個人的に深入りすることは避けようとします。
また上下関係を無視して動こうとしたり、内面には反骨精神を持つ気の強い性質もあります。

火性

陽 鳳閣星
おだやかでのんびりした性格です。無理せず自然に生きようとし、環境に順応しやすいです。
しかし内面の神経は細かく、観察力があります。心の中を隠しておくのが不得手ですが、憎めない性質を持って
います。趣味は多く、食べるのには困ることはありません。

陰 調舒星
多情多感な性格で、本来は心がきれいなのに、そのきれいさが汚されようとすると反発します。
ロマンチックで空想力があり、一人でものを考えるのが得意であり好きです。
心理的な葛藤が大きく、神経質ですが、時として情にもろくなりやすいです。

土性

陽 禄存星
親切でやさしく、人当たりが良いため人気も得やすいです。また愛情にあふれ、他人のために奉仕の心を表し
ます。愛情を胸に溜めておけないのと同様、お金を貯めるのは不得意です。
ただし、考え方は現実的で、お金をどんどん動かし利を生もうとします。（回転財の星）

陰 司禄星
平和を好み、堅実で家庭的な性格です。実力を発揮するのに時間がかかりますが、長期的な企画の才能があ
ります。頼まれたことは嫌な顔をしないで黙々とやり、まわりの信用を得やすいです。
ただし考え方は現実的で損得の感覚に秀でます。収集癖があり、お金を貯める蓄積財の星です。

金性

陽 車輢星
行動力、前進力があり、考えるより先に手や足が出るタイプです。
男性的な質と、闘争心を持ち、負けず嫌いです。真面目で責任感は強く、白黒をはっきりさせたがりますが、裏を
返すと正直者で、複雑にねちねち考えることは不得手です。

陰 牽牛星
まじめで名誉心や自尊心が強い性格です。常識を備え、規則や約束を守り、組織の中で力を発揮します。
用意周到な準備をしてコツコツ努力し、目的達成には粘り強いですが、実より名を取ろうとして自分を見失うことも
あります。

水性

陽 龍高星
好奇心が強く、改革心が強い性格です。不安定さを姿形に変えていろいろに出そうとするため、忍耐強く、創作、
創造性に富み、個性的な知恵を出します。
現状にあきたらずいろいろなことをすすんで体験しようとするため、離別、放浪の星ともいわれます。

陰 玉堂星
知恵・学問の星です。古い伝統や知識を守り学ぶことで知性や知恵を発揮し、創造力、企画力にすぐれます。ま
た理屈抜きの愛情を出す星で、保守的な惰性と知性が同居しており、頭の中で理性的に解決しようとするも、「ま
あ、まあ」と安易になる面もあります。

十大主星の概要のまとめ
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福分（木）が弱っている場合（鬱はここ）
経済が安定していて（土）、社会的にも働かなくても良い保証された地位（金）がある
時に、人生の生き甲斐（木）を見失い鬱になる。

【改良】適度な社会的な役目を持ち、経済活動をする事で、心の安定や生きがいを得る。

禄分（土）が弱っている場合
精神的にも生き甲斐や自信に満ち溢れている時（木）や、 企画したり策を練ったりする
ことがことごとく成功（水）するときこそ、経済活動（土）に気を付ける事!

【改良】過度に未来の事を考え過ぎず（水）に、自己主張（木）を控えることで、
金運（土）が上がってゆく。
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寿分（火）が弱っている場合
先の事を考え過ぎて策を練り（水）、社会的にも高い評価を得たとき（金）に、健
康や夢・希望を害する。
（企画したり策を練ったことがことごとく成功し（水）、社会的に高い評価を得た
とき（金）は、健康や夢・希望（火）に気を付ける事!）

【改良】未来の事を考え過ぎず（水）に、仕事をほどほど（金）にして家庭や余暇
を楽しむこと（火）で健康や夢・希望を取り戻していく。

官分（金）が弱っている場合
働き過ぎて必要以上に動き回り（火）、精神的にも生き甲斐や自信に満ち溢れてい
る時（木）に、家庭が壊れたり、脇が甘くなり社会的な役割（金）から失脚する。

【改良】働き過ぎず適度な遊び（火）を取り入れ、自己主張を控え（木）、強がら
ずに用心深く謙虚（金）に対応する。

印分（水）が弱っている場合
安定的な収入があり不安が無く（土）、体も健康で楽しさや趣味に享楽している時
（火）に、知性（水）が低下し、目上や上司から不信感を得てしまう。

【改良】無駄な出費は極力控え（土）、倹約的な生活を心掛け、趣味や楽しみを適
度に行う事（火）で、智恵が磨かれ品格があふれ出し、目上や親からの信
頼（北方）を得ていく。

このように五行論と五徳本能から、人生の課題（悩み）の改良方法を見出す事が出
来る。



火

木

土

心の葛藤（悩み）の解消方法のSaさんの例

火 → 金 → 木

火と土が２つ、木が１つ
水と金がない。

無いところ（金）に悩みが出る。
用心深さ（火：調舒星）を控えて、
深い交友を心がける（木）ことで、家庭運（金）が上がってゆく。
無いところ（水）に悩みが出る。
不安定な収入になることで（土：司禄星）を控えて、
過度に未来の事を考え過ぎない（火）ことで、
母性（水）が上がったため子どもマインドの人が現れた。

火剋金 金剋木

お悩みごと:
１ 私は独身で未婚です。人生のパートナーが欲しいと思いながら出
会いがないのをどうにかしたい。

２ 不安定な収入を安定させたい（ディスカウントする人や、セッシ
ョン代を踏み倒す人が現れる）

1

火 土 土 → 水 → 火
土剋水 水剋火



Saさんの自分での読み解き:
用心深さを控えて、深い交友を心がけることで、結婚運が
上がります。
結婚を必要と感じるために不安定な収入になり、母性が上
がったため子どもマインド（料金を踏み倒す）の人が現れ
たようなので、条件なく結婚を意識すること。
大運が天剋地冲、今年は年運が天中殺、天剋地冲なので今
までと違うことをすることで問題が解消されるでしょう。

木

土

土

火

火
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牽牛星で
実より名を取る

対外関係の
問題発生



18

精神（心の在り方）が人生を創り出す源
陰陽五行論の中に大運年運法という理論がある。
大運が年運を支配するという理論である。
大運は精神を司り、年運は現実を司る。
私たちは現実をより良くしようと必死に目先の事象に対応しようとする
傾向が強い。
営業をしかけたり、技術を磨いたり、人脈を広げようとしたり…。
しかし、その現実を支配している精神（心の在り方）がブレていると、
その現実も崩壊してしまう。

精神の上に現実は立脚しているという原則を理解しているだろうか?

物事が巧く運ばないことを何かの物事のせいにしてしまいがちだが、
それはうまくいかない。
その原因は、心の在り方に起因しているからである。
心の在り方を変えれば、現実も必然的に変わっていくのである。

心の在り方がぶれていると、その上に立
脚している現実も崩れ落ちてしまう。

心のブレが、社員やお客様や他者に伝わ
り、不安定な現実を創り出してしまうこ
とがあるからである。
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世間知らず
の星

赤ちゃんの星



☆天報星（胎児の時）３点

生まれる前の世界と現世の中間に位置する人。
役目が多い人となる。
環境的に定まっているものがなく、女になるか男になるか、どのような両親
の下に生まれるか、兄弟の有無等全て白紙である。
そこで一通りどんなことでも出来る人となりやすく、器用な人となるがエネル
ギーは弱く、その力量に持続力がない。
悪くすると何でも一通り出来るが、変転変化が激しく、お天気屋さんの性情
も形成する。

☆天印星（赤子の時代）６点

無抵抗・人に好かれる・無意識のユーモア・人を攻撃しない。
目上のサポートがあってこその６点の力量である。
目上を慕っていく事が改良ポイントとなる。待ちの社交性を発揮する。
いつも笑顔でいる事で、人目を惹きつける魅力を放つ。

☆天貴星（幼児の時代）９点

幼い自意識・自負心・自尊心・自分と云うものを意識する。
なんでも学ぶ知識欲がある。自己を意識する処から力み、おしゃれ等に通
じる。
自己を意識するのは現在と云う立場（幼児であるから家庭的世界）であり、
長男・長女的役割に結び付く。
目上のサポートがあってこその９点の力量である。
目上を慕っていく事が改良ポイントとなる。常に勉学に触れることで、開花し
ていく。

☆天恍星（青少年の時代）７点

幼い冒険心・故郷を離れる・心の揺らぎが大きく、異性に惑わされやすい
（青少年の心に肉体的な大人の質があり）。
真面目人間か不真面目人間かの両極端。色情因縁在り。
理由なき反抗心がある。出来るだけ早く、生地生家を離れることで、力量が
開花する。

☆天南星（青年の時代）１０点

実社会に飛び込んでいく・怖いもの知らず・人生の壁も厚いがパワーがあり
無鉄砲な面がある。
喧嘩早い質、怒りが先行する。単純な質の性情で拘りもない。
パワーだけ見れば、全ての従星中、最も強い。肉体と精神が若々しい。

☆天禄星（壮年の時代）１１点

世の中の仕組みを心得ている・用心深い質・冷静を保つ人。
人生の責任も重いが、悪くすると逃げ上手になったり、ズルイ人になる。
人生工程を歩んでいく上で、危険なことはしない。最も堅実で、安定する星。
サポート役に徹することで活躍をする。

☆天将星（頭領の時代）１２点

ワンマン・自分勝手・自己の意志を押し通す・現実に固執する。
自己顕示欲が強く、周囲に対する影響力が大きい。

無形の物事に金銭を使用せず（人体星図にタテ線に精神星があれば金銭
を精神世界に使う人もあり）。

もし無形世界に意識が向けば、物事の本質をとことん探求し、大きく飛躍し
易い。
（多くの場合、無形世界には、関心さえ持たない傾向が強い）

☆天堂星（老人の時代）８点

引っ込み思案・周りの人を前面に立てる。控え目な用心深さ・人生にある種
の諦めを持つ人。
相談役に最適の資質。アドバイザーとして活躍しやすい。
間断（同世代と合わない）の気が発動する。目上と目下にご縁が深くなる。
老人、子供から好かれやすい。

十二大従星の働き
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☆天胡星（病人の時代）４点

空想することが多い・夢見る人・直観力に冴えがあり。得てして病弱である
ため、肉体を酷使することはマイナス。

夢が人生のポイントとなり、前進力となる。直観力の鋭さが、自身の内面の
醜さを人以上に感知してしまい、それをカバーしようとして美に対する傾倒
が強くなり、結果的に美男美女となる。

☆天極星（死人の時代）２点

最大の受け身・最初の発想が広がらず変化なし。

お人好しな人・天印星の動の可愛さ、愛敬に対し、静の可愛さとなり（死人と
して）人に好かれ、人生の評価が後々から生まれ易い。
時の流れに身を委ねる生き方が最大の成功につながる。

☆天庫星（入墓の時代）５点

日干から十二支（丑・辰・未・戌）全て土性を見て生まれている星である。

土性は大地であり、引力本能であり、ものを集める意味合いがあり、墓に関
係があることから、物事を掘り下げる・凝り性等の意味も持つ。

現実行動として収集上手であったり、整理整頓が上手くなる。物事の不合理、
不自然を探し出すのが得意であり、物事のアンバランスを良く知り、バラン
スを保つ努力をする。

親にも兄弟にも片寄らず、家系をバランス良く安定して保っていくことから、
長男・長女の意味合いを持ち、実際に天庫星を持つ人は墓守りの役割を持
つ人が多くなる。

☆天馳星（あの世への旅立ち）１点

肉体から精神が離れ、精神を構成している霊魂の分子的な存在がそれぞ
れ分離・分裂をしていき、意味合いとして、まとまりのない人等になる。

多忙ではあるが、まとまりに欠ける生き方であったり、一つの仕事を行って
いても、どんどん細分化していってしまう。

最大の静と最大の動を持ち、継続性を願わず、一瞬一瞬を生きることを意
識することで、一瞬の魅力の放ち方は天将星を超えるオーラを放つ。
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十大主星 本能 五行
（陰陽） キーワード

貫索星
守備
本能

木性（＋） 頑固、マイペース、単独行動、狭く深い交友

石門星 木性（－） 柔軟、適当、集団行動、浅く広い交友

鳳閣星
伝達
本能

火性（＋） 率直、のんびり、観察力すごい、自分に甘い

調舒星 火性（－） 伝え下手、繊細、クリエイティブ、自分に厳しい

禄存星
引力
本能

土性（＋） お人好し、奉仕精神、自分大好き、回転財

司禄星 土性（－） 用心深い、努力精神、家族大好き、貯蓄

車騎星
攻撃
本能

金性（＋） 一本気、反発、勝負運、単独攻撃

牽牛星 金性（－） 責任感、プライド、権力運、集団攻撃

龍高星
習得
本能

水性（＋） 革命思考、経験から学ぶ、グローバル、巣立ち

玉堂星 水性（－） 前例重視、書籍から学ぶ、古典的、母性愛



24



25

本能 意識
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本能 意識
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本能 意識
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本能 意識
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本能 意識
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司禄星

禄存星
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伴星とは陽占の左上の空白欄の事である。
月支元命、つまり家系から頂いた贈り物であり、
その宿命の者が来世に赴くときに、一つだけ
十大主星を伴っていくものである。

いつも寄り添ってくれている存在であり、
最終的には伴星の生き方を目指すのが
今世の「人生の目的、つまり使命」であると
捉えてもいいだろう。

伴星欄は天中殺が影響を及ぼし空欄として示していると伝承されている。
この空欄（伴星欄）は、天中殺欠け現象を示すものであり、無意識に忘れて
しまう自分の才覚である。
上手くいかないときは伴星の十大主星を意識して改善すると効果的である。
最終的には伴星の十大主星の生き方になる。

また伴星の十大主星の生き方が天中殺現象により破壊され、無意識レベルで
忘れ去ってしまいがちな要素であると捉えることも出来る。
伴星の十大主星を活かし切って生きていないことが、現世での失敗の原因と
なるのだ。
伴星をこれから知ることになるが、伴星の十大主星が伝えている意味をしっ
かりと意識していくことが大切である。
その者の欠点であり改善点であり、かつ、常に寄り添い助けてくれる今世の
使命を示してくれる十大主星なのだ。

伴星算出
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(1) 年干にある十干が干合する
十干を算出する。

干合法は次の通り。
→ いずれ覚えてもらいます。

甲─己（化土干合）
庚─乙（化金干合）
丙─辛（化水干合）
壬─丁（化木干合）
戊─癸（化火化合）

例題の場合は年干が壬なので干合干支は、丁に該当する。

(2) 日干から、１で出た十干をみて十大主星を算出する。

例題の場合、日干は乙なので、乙を主体として丁との
十大主星を算出する。

例題の場合、鳳閣星となる。
算出した十大主星が伴星となる。

伴星の算出法
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日干→
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五行 陰陽 十大主星 星が示す意味

木性

陽 貫索星
頑固で自我心が強く、一度決めたことを曲げられません。
独立心も旺盛で、集団行動よりも単独行動が得意ですが、集団を組むときは中心になって行動しようとします。
マイペースですが、自分を守ることには人一倍神経質だし、努力もします。

陰 石門星
社交性に富んでいて、集団の中で統率力や説得力を発揮します。
人付き合いが良いタイプですが、個人的に深入りすることは避けようとします。
また上下関係を無視して動こうとしたり、内面には反骨精神を持つ気の強い性質もあります。

火性

陽 鳳閣星
おだやかでのんびりした性格です。無理せず自然に生きようとし、環境に順応しやすいです。
しかし内面の神経は細かく、観察力があります。心の中を隠しておくのが不得手ですが、憎めない性質を持って
います。趣味は多く、食べるのには困ることはありません。

陰 調舒星
多情多感な性格で、本来は心がきれいなのに、そのきれいさが汚されようとすると反発します。
ロマンチックで空想力があり、一人でものを考えるのが得意であり好きです。
心理的な葛藤が大きく、神経質ですが、時として情にもろくなりやすいです。

土性

陽 禄存星
親切でやさしく、人当たりが良いため人気も得やすいです。また愛情にあふれ、他人のために奉仕の心を表し
ます。愛情を胸に溜めておけないのと同様、お金を貯めるのは不得意です。
ただし、考え方は現実的で、お金をどんどん動かし利を生もうとします。（回転財の星）

陰 司禄星
平和を好み、堅実で家庭的な性格です。実力を発揮するのに時間がかかりますが、長期的な企画の才能があ
ります。頼まれたことは嫌な顔をしないで黙々とやり、まわりの信用を得やすいです。
ただし考え方は現実的で損得の感覚に秀でます。収集癖があり、お金を貯める蓄積財の星です。

金性

陽 車輢星
行動力、前進力があり、考えるより先に手や足が出るタイプです。
男性的な質と、闘争心を持ち、負けず嫌いです。真面目で責任感は強く、白黒をはっきりさせたがりますが、裏を
返すと正直者で、複雑にねちねち考えることは不得手です。

陰 牽牛星
まじめで名誉心や自尊心が強い性格です。常識を備え、規則や約束を守り、組織の中で力を発揮します。
用意周到な準備をしてコツコツ努力し、目的達成には粘り強いですが、実より名を取ろうとして自分を見失うことも
あります。

水性

陽 龍高星
好奇心が強く、改革心が強い性格です。不安定さを姿形に変えていろいろに出そうとするため、忍耐強く、創作、
創造性に富み、個性的な知恵を出します。
現状にあきたらずいろいろなことをすすんで体験しようとするため、離別、放浪の星ともいわれます。

陰 玉堂星
知恵・学問の星です。古い伝統や知識を守り学ぶことで知性や知恵を発揮し、創造力、企画力にすぐれます。ま
た理屈抜きの愛情を出す星で、保守的な惰性と知性が同居しており、頭の中で理性的に解決しようとするも、「ま
あ、まあ」と安易になる面もあります。

十大主星の概要のまとめ
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貫索星
何かを守ることが人生の目的となる。コツコツと積み上げていく人生を意識するとよい。
中途半端な状態で投げ出さずに、最後までやり遂げることを意識することである。
急がば回れを念頭に置き、決して焦らずにじっくりと取り組むことである。
自分の意志を貫く力量が発揮されてくると才覚が開花した証拠となる。ポイントは守るべき対象
を持ち、守り続けていくことを積み重ねることである。
１つの事を最低１０年以上は継続して積み重ねるくらいの意識でいるとよい。

石門星
和合協調性を発揮することが人生の目的となる。決して独りよがりになってはならない。
常に仲間、チームを、集団を意識することである。人間関係の中に人生の活路が存在してい
るからだ。従って人脈が大切となる。本当の心を開かずに表面的な付き合いで構わないの
で、沢山の人脈形成を構築していくことである。
集団の中でカリスマ性や影響力を及ぼしだしたら才覚が開花したと判断して良いだろう。
集団の中のリーダー、要役としての存在力を発揮するとよい。

鳳閣星
おおらかに遊び心を持って自然体で生きることが人生の目的である。
あくせく働くよりは、ゆったりと自分のペースで働いた方が良い成果を得やすい。
遊び心を持つことが大きなポイントとなり、自分の趣味や好きなことが高じて人生が発展してい
く。そのためには多くの人々に話をしていくこと、伝達力が開花していくポイントとなる。
やり過ぎずやらな過ぎず、丁度善い加減で物事に取り組むことだ。話し上手になり人々に会話で
影響を及ぼしだしたら才能が開花したと捉えてよい。
遊び心を持ち自然体でいるとよい。

【伴星における十大主星の目的】
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調舒星
独自の感性を大切にして、間接的表現をする、局所的に伝達していくことが人生の目的で
ある。自分独自の感性に磨きをかけていくことである。つまり他者と比べる必要はない。
孤高であってよい。極論すると他者からの評価を期待しないことだ。
他者が何を云おうが自分独自の世界観を大切にしていくことが大切なポイントである。
その独自の世界観を理解してくれる他者が現れ出したときに才覚が開花したと判断してよい。
孤独の世界の中に唯一の生き甲斐が存在し、自分の感性を表現することがよい。

禄存星
他者への無償奉仕をすることが人生の目的である。
時に損をしてでも他者に救いの手を差し伸べることが出来るから大切なポイントとなる。
そして甘え上手になり、もらい上手になることも重要な要素となる。
石門星同様に人脈が大切となる。他者からの人気が出たり、財力・人脈力が大きな規模で廻り出
したら才能が開花したと判断してよい。
見返りを求めず本当に周りの「人」に尽くすことが出来るかが大切な要素となる。
決して慌てずにどしっと構えて、胆力が出る存在になるとよい。

司禄星
コツコツと愛情を尽くし続けていくことが人生の目的である。
しかし１度に大勢の他者に対してではなく、１対１か対少人数に対して愛情奉仕を尽くしていけ
るかが大切なポイントとなる。貫索星が如く、積み重ねる愛情奉仕が大切である。
そのためには常に整理整頓をして綺麗な環境で生活をすることである。
時折、独りよがりの愛情奉仕になりがちなので、相手の立場に立った尽くし方を積み重ねるとよ
い。生活が安定して不安が少なくなってくると才能が開花したと捉えてよいだろう。

【伴星における十大主星の目的】
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車騎星
一所懸命に働き、動き続けること、命懸けで戦う姿勢を貫くことが人生の目的である。
集団に迎合することなくテンポよく行動することが大切な要素となる。
怠惰な生活から離れ、常に自分を律して、時に激しいまでの行動をすることが出来る様になると
才能が開花したと捉えてよいだろう。
ポイントは迅速なスピード感と単独行動である。
ゆっくり他者と歩調を合わせていてはいけない。内なる正義感が体を動かしてくれるはず。
義徳を重んじて自分の正しさを指針とした行動が出来る様になるとよいだろう。

牽牛星
世の中の役に立ち役割を果たすことが人生の目的である。与えられた責務責任を果たす
ことが重要な要素である。その際に私利私欲は捨て去ることである。
目的のためには善悪を問わずに実施する力量が発揮されたときに才能が開花したと捉えてよいだ
ろう。高い評価と権力を得ることが出来て結果的に財力も得ていくようになる。
律儀なまでに役割に徹することが出来るかが大切なポイントとなる。
品格良く、自分の役目に誇りをもって生きていくとよい。

龍高星
未知の分野や新たな知識に飛び込み、人生体験を積み重ね、既成概念を改革することが
人生の目的である。自他の世界観を広げることが大切な要素となる。
その際、体験学習が重要となる。机上の理論よりも実学を重んじ、理屈よりも実践で活躍してい
く存在となる。
一つの場所や分野に留まっていてはいけない。あらゆる体験を吸収し、古いものを破壊し
新しいものを創造していく存在となることで才能が開花する。
常に知的好奇心を持ち、破天荒なまでに広範囲に広がりを創り出すとよい。

【伴星における十大主星の目的】
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玉堂星
気品に満ち聡明な知的創造をすることが人生の目的である。つまり無知ではダメである。
どんな状況であろうが学ぶ姿勢を持つことが大切な要素である。
その学びを１０年以上積み重ねることで、人の教えられる師範の存在となると才能が開花し
たと捉えてよいだろう。
古風で⾧い歴史のあるものを愛で、生活の中に取り入れることである。
学んできたことが中年期後半から晩年気にかけて効果的に発揮され、多くの人々を学びから
救っていく存在になる。
生涯、師匠に付いて、学び続ける意識を持つとよい。

……………………………………………………………………………………………………………

【格言】
人生の究極の目的は鳳閣星的な生き方をする事である!

【伴星における十大主星の目的】
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算命学の基本となる六十花甲子（六十干支）表
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六十花甲子の調べ方

六十花甲子を調べる際には、生年月日を使用します。
日柱・月柱・年柱とありますが、60種類の干支から性格や特徴
を見る場合は、日柱にある「日干支」を見ましょう。
（生まれた「日」の干支）

STEP.1
表より自分の生まれ年と生まれ月が交差する数字を探す。

STEP.2
交差している数字を見つけたら、そこに生まれ日を足してくだ
さい。
生まれ日を足した時、合計が61以上になる場合は60を引きまし
ょう。

STEP.3
六十花甲子一覧より、自分の数字を確認する。
それがあなたの生まれた日の干支になります。
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天中殺表とエネルギー
丸数字は各十二大従星のエネルギー値です。
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